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第 1 章 は じ め に

我が国 に難民認定制度が発足 し た 昭 和 5 7 年以降， ト ル コ 国籍を有する者か ら の難
民認定 申 請者数 は 4 8 3 人 に 上 り こ れ は 国 籍別 申 請者数の第 l 位 を 占 め て い る （平
成 1 5 年末現在） 。 特 に 平 成 1 3 年 に は 1 2 3 件 （ 同 年 の 申 請件 数 中 第 l 位） ， 平成 1
4 年 に は 5 2 件 （ 同 第 1 位） ， 平成 1 5 年 に は 7 7 件 （ 同 第 2 位） と い う よ う に， ト ル
コ 国籍 を 有 す る 者か ら の難民認定申 請件数 は近年急増 し て い る が， 本 年 も 5 月 末現在
で既に 7 9 件の 申 請 を 受 けてお り ， 今後 も 更に増加す る こ と が見込 ま れて い る 。

こ れ ら ト ル コ 国籍 を 有 す る 難民認定 申請者はいずれ も い わ ゆ る ク ル ド 人 と 称する も
の で あ り ， そ の多 く は ク ル ド 人で あ る がゆ え に ト ル コ 政府 （特 に治安関係機関 で あ る
警察や ジ ャ ン ダルマ） に よ る迫害の危険 に さ ら さ れて い る 旨主張 し て い る 。

こ れ に 対 し ， 当 局 は， こ れ ま で ト ル コ 国 籍 を 有す る 者 に つ い て難 民 と 認め た こ と は
な く ， いずれの 申 請 に 対 し て も 難民不認定処分を 行 っ て い る が， 近時， こ う し た処分
の取消 し を求 め ， 国 を被告 と し た行政訴訟が多数提起 さ れ， さ ら に， 裁判所が法務大
臣 に よ る 難 民不認定処分 を 取 り 消 す 旨 の 判 決 を下す例が散見 さ れる よ う にな っ た （平
成 1 6 年 4 月 1 5 日 名 古屋地裁判決， 同 月 2 0 日 東京地裁判決） 。

こ れ ら 判 決 に共通 し て い る の は ト ル コ 政府 に よ る 人権保障改善の努力が十分では
な い と 評価す る と と も に ， 原告 （難民認定 申 請者） が提 出 し た 証拠の真偽につ いて ，
当 局 が関係機 関 を 通 じ て 行 っ た 調査結果の 信用 性を疑問視 し て い る こ と で あ る 。 例 え
ば， 平成 1 6 年 4 月 1 5 日 名 古屋地裁判決 は， 「警察官 に よ る超法規的な人権侵害事件
に つ い て は， 無罪率が高 く ， 有罪 と な っ て も 量刑が軽 く ， 治安組織 に お い て 人権尊重
の 姿勢が根付 い て い る と は認 め が た い J 旨 述 べ る と と も に， 原告が迫 害 の 証拠 と し て
提 出 し た 逮捕 状 に つ い て 偽造 と 判 明 し た 旨 の報告書 を 当 局 が証拠提出 し た に もかか
わ ら ず， 「調査内容の詳細が判明 し な い以上， 調査結果の 妥 当性 を検証す る こ と がで き
な い か ら ， 偽造で あ る と 断定する こ と に も ち ゅ う ち ょ せ ざ る を 得 な い J と し て い る 。

そ こ で， ト ル コ 政府 に よ る 最近 の 人権保障改善状況 を実地に調査す る と と も に， 直
接 ト ル コ 政府関係機関 に対 し て公文書の 真偽確認を行 う 必要があ る 。

ま た ， 我が国で難民認定 申 請 に 及ん だ 者 の 出 身地が特定の集落に集中 し てお り ， し
か も そ の集落はいずれ も い わ ゆ る P K K が活発に活動 し て い る 地域か ら は離れた農村
部で あ る こ と ， 実際， 難民認定 申 請 を取 り 下 げ て 帰 国 す る 者等 か ら 詳細 に事情聴取 を
行 っ た 結果， 出稼ぎ 目 的 で来 日 し ， 在 留 を 許可 さ れ る 手段 と し て難民認定制度を利用
し た 旨 自 認 し て い る こ と な どか ら すれ ば， 原告 （難民認定 申 請者） の 多 く が 出 稼 ぎ 目
的 で来 日 し て い る こ と が推測 さ れ， そ の 出 身地域 を視察 し て生活実態 を 明 ら か に す る
必要があ る。

そ し て ， こ れ ら 調査結果 に つ い て， そ の調査過程 も 含 め て報告書 と し ， こ れ を証拠
と し て裁判所 に 提 出す る こ と が事 実 に 基づ、い た認定 を 求 め る 上で必要不可欠 で あ る こ
と か ら ， 今回の 出張調査 を実施する こ と と し た も の で あ る 。

な お ， 以上述べた調査の趣 旨 に つ い て は， 今回の調査 に 先立 ち ， あ ら か じ め ト ル コ
政府関係諸機関 に対 して告知する と と も に， 個別 に 訪 問 す る 都 度 口 頭で説明 し ， いず
れ も 理解 の 得 ら れて い る と こ ろ で あ る 。
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第 2 章 調査の概要等

第 1 節 調査者 （ 当方）
法務省入国管理局

局 付 井上一朗 （以下 「局付」 と い う 。 ）
総務課難民認定室認定係長 加藤輝昭

第 2 節 調査概要
1 中 央省 庁 に お け る 調査結果

（詳細 に つ い ては， 追加資料 を 入手等 し た後， 別途報告書化す る 予定であ り ， 本報
告書 に お い て は必要な 限度で報告す る 。 ）

2 ガ ジ ア ンテ ッ プ （Gaziantep） 県 に お け る 調査結果
( 1 ） 県庁
( 2 ） 県警察本部
( 3 ） 県警テ ロ 対策課
( 4 ） ジ ャ ン ダルマ ・ シ ュ ヒ ッ ト キ ャ ミ ル署
( 5 ） ジ ャ ン ダルマ ・ シ ュ ヒ ッ ト アー リ フ 支署
( 6 ） シ ュ ヒ ッ ト キ ャ ミ ル （Sehi伽nil） 郡 テ キ ル ス ィ ン I: ( Tekirsin） 村 及 びそ の 周 辺

3 カ フ ラ マ ン マ ラ シ ュ （Kahramanmaras） 県 に お け る 調査結果
( 1 ） 県警察本部
( 2 ） 県裁判所検察局
( 3 ） 県庁
( 4 ） パサルジ ユ ツ ク 伽arcik） 郡 ヒ ユ j川 エ ッ ト （H時et） 村及びそ の周辺
( 5 ） ジ ャ ン ダルマ ・ パサル ジ ュ ッ ク 署

4 ア ド ゥ ヤ マ ン （Adiyaman） 県 に お け る 調査結果
( 1 ） 県庁
( 2 ） 県裁判所検察局
( 3 ） 県警察本部
( 4 ） ギ ョ ルパ シ （GOlbasi） 郡庁
( 5 ） ギ ョ ルバ シ郡裁判所検察局
( 6 ） ギ ョ ルバ シ警察署

5 マ ラ テ ィ ア （Malatya） 県 に お け る 調査結果
( 1 ） 県庁
( 2 ） 県裁判所検察局
( 3 ） ジ ュ マ ル ・ ギ ュ ルセル （Cemal Giirsel） 地 区
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第 3 章 中央省庁における調査結果

法務省国際法規 ・ 国際関係局
1 日 時 平成 1 6 年 6 月 3 0 日 （水） 1 5 : 0 0 ～ 1 7 : 5 0 
2 場 所 法務省国際法規 ・ 国際関係厄
3 先 方

注
4 ・・・・・Bコ供述要旨 （逮捕状等司法機関が作成したとされる公文書の真偽確認に
ついて）
（当方から
資料 1 - 1 - 1 
資料 1 - 1 -
資料 1 - 2 
資料 1 - 3 

面
資料 1 - 4 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・に対する検事総長室作成と さ

れる書面
資料 1 - 5 －に対する逮捕令状と題する書面
資料 1 - 6 －に対する逮捕状と題する書面
資料 1 - 7 圃圃圃圃 に対する逮捕令状と題する書面

に関して， その原告氏名部分をマスキングした写しを呈示したと こ ろ ， 先方は， 憤
慨した様子で） なぜ氏名をマスキングしなければな らないのか。 それでは 1 0 0 パ
ーセン ト完全な回答は困難である。
もち ろん， 記載内容だけか らでも ， こ の資料が真正のものでない こ とをある程度
指摘する ことはできる。

1 0 0パーセン ト正し い回答を行うためには， 結局の と こ ろ， その裁判所におい
て当該人物に対して逮捕状を発付したこ とがあるのかという事実自体を確認してお
く必要がある。
実際， 欧州各国も ， 難民案件に関し ， 申請者の氏名を明らかに した上で トルコ政
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府 に 対 し て事実確 認 を 求 め て い る 。 例 え ば， ト ル コ 国 籍 を 有 す る 者が ト ル コ 政府か
ら 人権侵害 を 受 け た と主張 し て欧州 人権裁判 所 に 提訴 した場合， 同裁判所は ト ル コ
政府 に対 し ， 当 該訴訟提起者の氏名 を 明 ら か に し た 上 で 事実 関 係 の確認 を求 め て く
る の が通例 で あ る 。 ま た ， 例 え ば ド イ ツ 等 は， 難民認定 申 請者が逮捕状等の公文書
を証拠 と し て提 出 し て き た場合， マ ス キ ン グな し に 当 該公文書 をそ の ま ま ト ル コ 政
府 に提示 し ， そ の 真偽の確認を求めて き て い る 。

ト ル コ で は ， 海外で難民認定 申請す る こ と は何 ら 犯罪ではな く ， し たがっ て帰国
し たか ら と い っ てそ の者 を処罰す る よ う な こ と はあ り 得iな い 。

注） 英国内務省移民国籍局 レポー ト 2 0 0 3 年版 も ， 「外国で庇護を 申 請 し た と い う 理 由 だけ
で， ト ル コ 国 民が ト ル コ で迫 害 さ れ る こ と を示す も の はな い 。 J (6.90） ， 「 ド イ ツ の 入国管理
局 は 1 9 9 9 年 7 月 に ， 一般に亡命を却下 さ れて ト ル コ に帰国 す る 者 に は， 迫害 さ れる 恐れ
は な い と 報 告 し た 。 J (6.97） と述べて い る 。

も ち ろ ん， 海外で あ ろ う と ， 公文書偽造罪文はその行使罪 を 犯 し て い れ ば， 国外
犯処罰規定 も あ る ので 当 然処罰の対象 と はな る が， こ れは あ く ま で 「理論的 に はJ
と い う 話で あ っ て， 圏外での犯罪行為 に つ い て は証拠 ぬ収集が難 し い のが現状で，
こ れ ま で難 民認定 申 請時 に偽造公文書 を 証拠提 出 し たか ら と い う 理 由で処罰 し た 例
な ど聞 い た こ と がな い 。 II 

いずれ に せ よ ， 上記各書類の真偽 に つ い て は， 基 本 的 に は作成者 と さ れ る 各裁判
官又は検察官 の所属 し て い る 庁でな ければ確認で き な い の で ， 各作成者の所属庁 に
対 し ， マ ス キ ン グの な い も の を呈示 し て い た だ き た い 。
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第 4 章 ガジアンテ ッ プ （Gaziantep） 県における調査結果

第 l 節 ガジアンテッ プ市内の状況
資料 2 ガジアンテッ プ市内地図
写真 l ない し 4 市中心部繁華街 （H註πiyet 通 り 周辺） の夜間の景観
写真 5 ない し 1 5 上記地域の昼間の景観
写真 1 6 ない し 3 0 市内中心部にあ る城跡 （Gaziantep kalesi） 周辺の景観

なお， 写真 2 2 ,  2 3 の中央部に写っているのはサ ッ カ ース タ ジアムであ り ，
これを近接 して撮影し たのが写真 2 4 である。

写真 3 1 ない し 3 8 市内中心部に ある大型 シ ョ ッ ピ ン グセンター fMIGROSJ の
店内及びその周辺の景観

写真 3 9 ないし 4 4 郊外にある大型シ ョ ッ ピングセ ンター 「realJ 及びその周辺の
景観

資料 3 real に併設されたホームセ ンター 「Praktiker」 のパンフ レッ ト
これを見ると

家庭用エア コ ン 約 3 億 リ ラ （約 2 万 円） な い し約 1 3 億 リ ラ
（約 8 万円）

コーヒーメーカー 約 3 千万 リ ラ （約 2 千円）
洗面台 約 3 億 7 千万リ ラ （約 2 万円）
冷蔵庫 約 5 億 4 千万 リ ラ （約 3 万 6 千円）

といった値がつけられている。
写真 4 5 な い し 5 1 市中心部の高級住宅街 （県庁の北西部） の景観

第 2 節 ガジアンテ ッ プ県庁
1 日 時 平成1 fi年 7 月 5 日 （ 月 ） 1 0 : 0 0 ～ 1  0 : 4 5 
2 場 所
3 先 方
4 －の供述要旨

調査の趣旨は了解した。 写真を撮影 し て裁判官に説明さ れればいい。 なお， 農村
を視察する際には， 村人を驚かせないため， ラ フな服装で行かれた ら ど う か。

トルコでは， 村人間の結び付きが強いので， 一人が 日 本に行 けば他の者 も一斉に
日 本に行く というのは， 十分考えられる こ とである。 トルコ 人は， 1 9 6 0年代以
降， ヨ ー ロ ッ パで仕事を探してい るが， ヨーロ ッ パの例を見 る と， トルコ の村全体
がそっ く り移 り住んだという例もある 。 あるベルギー 人が， 「 我が固に トル コ のエミ
ルダーとい う村の者がた く さ ん住んでいるが， 今ベルギー圏内に出来たエミ ルダ一
村 と トルコ の本来のエミルダ一村は， どち らが大きいのかJ な ど と冗談を言ってい
たこ とがある。

この機会に， 是非 トルコ の農村部の現実を見て欲 しい。 確かに， 経済的動機に基
づく 者が難民ではな い こ とは， 私 も よ く 承知している。 い く ら 日本で働きたいから
と いっ て ， 難民であるなどと主張する こ と は， 日 本政府に と っ ては好ま し い こ とで
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はないだろ う 。 ただ ， そのよ う な手段を取 ら ざる を得な：lltt 】ほ と、の貧困とい う現実が
ある と と も ， 知ってほ しい。 豊かな国で働きたい という！被ら の心情は理解 してやっ
てほしい。

第 3 節 ガジアンテップ県警察本部
1 日 時 平戚，1 h年7向 日 日 （ 月 ） 1 0 : 5 5 ～ 1  i le 1 o 
2 場 所 県
3 先 方
4 ・・・・・・・・v供述要旨 II 

調査の趣旨は了解 した。 トルコ 人の難民申請と い う 現像は， 貴国だけでな く ヨ ー
ロ ッ パ諸国でも発生してい る 。 私は， 日 本で難民申請リている トルコ人の動機は経
済的な ものであると思う 。 実は トルコで も 同 じ こ とが組 こ っ てお り ， 我が国民よ り
更に貧 しいイ ラ ン人やイ ラ ク 人が我が国 にやってきて， 我が国に対 して難民認定申
請しているのである。 !ii 
今回の調査 には最大限に協力するが， トルコ国民も日｜本政府に対して悪意があっ

てや っているのではない こ と を， 理解 して欲しい。 彼 ら は海外で働いて豊かな生活
を得るためであれば， 何でもやる。 こ れは仕方のないこ である。
注） トルコは難民条約に加入 し ているが， U N H C  Rの データによれば， トルコによ る難民認

定状況は以下の と お り
1 9 9 8 年 申 請 6 , 8 3 8 件 認定 2 , 2 2 9 件
1 9 9 9年 申 請 6 ' 6 0 6 件 認定 1 ' 9 0 7 件1
2 0 0 0 年 申 請 5 ' 6 8 5 件
2 0 0 1 年 申 請 5 ' 0 4 1 件 認定 2 , 8 6 9 件

第 4 節 県警テ 哨課 ｜ l 日 時 平成 1 6 年 7 月 5 日 （ 月 ） 1 1 : 2 5 ～ 1  4 0 0 
2 場 一 所 一

3 先 方
｛写真 5 2 '  5 3 なお， 写真 5 3 の左か ら 2 毒自が

4 ．．．．．．の供述要旨
供述調書の真偽確認につ

（当方から以下の書類を提示
資料 1 - 8 - 1 ・・・・・圃圃・こ関する報告書
資料 1 - 8 - 2 同人の供述調書
資料 1 - 9 ．．．．．の供述調書）

いずれも本物である。 全 く 同様の書類がいずれ も掛皆関係記録の中にある （局
付において確認済み） 。
（捜査記録を見なが ら ） まず－－－－�：］！ついて説明する と ， 彼は，

� ,II .,.... 
本に行っ て不法就労 していたが， その間人P K K のテ ロ活動を支援 していた

い う 容疑で， ・・・・・・に逮捕さ れて起訴されているL しかし ， この判決が出る
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次に，
ス ト に登載されている。

注〉 その後他県の検察庁等 で聞いた結果も総合す る と ， こ の リ ス ト に登載される者は， 逮

捕状の発付 さ れて い る 者 に限定されて い な い 。 単に密告が あ っ ただけでも被疑者 と し

て立件さ れ る 場合があ り ， そ の よ う に 単 に被疑者と して立件されている だけの者 も 上

記 リ ス ト に登 載 さ れ て い る 。 し た が っ て ， リ ス ト に登載されて い る か ら と い っ て必ず

逮捕される と は限 ら な い 。

そして， ・・・・・・に
ト と照合してヒ ッ ト したこ とから ， 当課は，
を逮捕し ， 翌 2 1 日 には検察に送致した。
ガジア ンテツプ県裁判所検察局の検察官は， 上記・・・・・・・・・Eを 2 週間ほ
ど勾留した後に釈放する と と もに在宅起訴した。 記録によれば， その後事件はア
ダナ国家治安裁判所に移送され， 無罪になっているようである。 開 く と ころでは
法改正が影響しているようであるが， 詳細については当課では把握していないの
で， 裁判所に確認しても ら う必要がある。

注） 今回の調査では， 日 程の都合上， アダナ市を訪問して確認す る こ とはできなか っ たため，

詳細はなお不明 で は あ る が， ．．．．．．の言 う f法改正 J は ， 2 0 0 0 年 の い わ ゆ る 思

赦法 （法律第4 6 1 6 号） の成立を指す も の と思われる。

英国内務省移民国籍局 レポー ト 2 0 0 2 年版及び 2 0 0 3 年版に よれば， ト ルコ 刑法 1

6 9 条 （非合法組織への援助と支持の罪） に 基 づ き 起訴 さ れた者 に 関 し ， 2 0 0 0 年 1

2 月 2 1 日 に 成立した恩赦法に基づき， 1 9 9 9 年 4 月 2 3 日 以 前 に 犯 さ れた も の に つ

いては被告人の釈放及び訴訟手続の停止の対象 と さ れ ， また， 運用 面におい て も ， 十分

な証拠が あ っ て も 裁判所が被告人 を無罪にす る よ う にな っ た と されて い る （同 レポ ー ト

2 0 0 2 年版 5.161. 2 0 0 3年版5.43 以下） 。
なお、 この判決が出たのは．．．．．．．．．．が出国した後のよ うである。 現在，

については盤疑者リ ス トへの登載はない。

と主張しているが， ど う かj と問いかけたと ころ ， 先方は笑いなが
ら ， 机上にあったファイルを指し示し） それな ら記録で確認してみま し ょ う 。 そ
んな話が本当かどうかは， 記録を見ればすぐにわかるこ とである。 あ らかじめ説
明してお く と ， 我々 は， まず被疑者を逮捕して留置場に収容する際， 医師の診断
を受けさせる こ と を義務づけられている 。 この医師は， 警察の嘱託医ではな く ，
保健省の出先機関である各県保健局に所属している医師であ り ， 警察か らは独立
した存在である。 そして， 検察庁に送致する際にも ， 再度保健局所属の医師の診
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断 を受けさ せるこ とが義務づ けられてい るのである 。 圃・・・・・・・・・に関し て
それぞれの医師の レ ポー ト が記録に綴 ら れているが， lこ れを見る限 り ， 送致時に
実施 した健康診断で も何ら異常は認め ら れていない （局付及び通訳人において原
本確認済み） 。
（当方の 「検察庁に送致さ れた後は ど う かJ と の問 川かけに対し） 送致 した後も

身柄は警察の留置場に残っ てい るが， 警察は送致 しア後一切取調べを行わない。
トルコでは， 送致した後の捜査は全て検事が行っ てげる。 これはジャ ンダルマが
逮捕した者についても同様である。

注） その後他県の検事か ら も聴取した結果， トルコ においては， 警察及びジ ャ ン ダルマは被
疑者逮捕までの捜査及びその所在捜査を受け持 っ て お り A 逮捕した後は検事だけで当該
事件の捜査を行 っ て い る こ とが確認された。 ,11 

( 2 ） 被疑者リ ス ト へ の登載の有無について 刊
（当方の 「．．．．．．．．．．．． わ供述調書に登場ず る者の 中で， 実際に被疑者

リ ス ト に登載された者が他にいないか， す ぐに確認する こ とは可能かJ との問い
に対し， 机の上のパ ソ コ ンを示しながら） これを使えばすぐにでき る。 今確認 し
てみた と ころ ， 上記供述調書中に登場する他の者に司いては被疑者 リ ス トへの登
載はない。 II 

の量示による ものであ り ， その理由は私
事件を捜査 した結果である と し

か言いようがない。
も と も とガジア ンテ ッ プは裕福な県であ り ， その対めテ ロ活動 も活発ではなか

っ たから ， 南東部と 比べて取締 り も緩やかだった。 I! 
（当方か ら の 「 ト ルコ の 警察は， 日本での P K K関連の活動について， どのよう

に見ているのかj と の問いかけに対し ） 最近届いた在京 トルコ大使館か らの書簡
にも書いであ るが， 現在 日 本でP K K関連のテ ロが起とる可能性はないと， 我々
は考えている の

（ 当方が， 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田 （ ．．年酢．日
生） の登載の有無を確認するため-11・・・・・・・・kいう 人物の確認 若 してほし
川 この人物は， 圃・4月園田蚊れである J と述べる と， 先方は， し
ばら く パ ソ コ ンを操作した上で） お尋ねの人物 については， 現在被疑者 リ ス ト に
登載さ れている。 彼は， 今 日 本にいるようだ。

在確認されてお り ， これに関する 罪で被疑
彼が帰国次第捜査を行う こ と になるだろ う 。 ただ し， ・・・・・・圃・・について立
件されているのはこの点のみで， 政治犯による立件な ど一切ない。

( 4 ） 村落の視察について 11 
今ジャ ンダルマ と相談 した結果， 道案内のため， 子ャ ンダルマ をあなたがたに

同行させよ う と思う 。 案内する村は平和な村ではあるが， 道中， 万が一あなたが
たが強盗等の被害に遭っ てはいけないので， 安全確保とい う意味でもジャ ンダル
マが同行 したほうがいい。
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村落を視察する に当たっ ては， 周囲の村もよく ご覧になると いい。

浦
日
場
先－

第
1
2
3
4

ジャ ンダルマ ・ シュ ヒ ッ トキャ ミ ル署
時 平成 1 6 年 7 月 5 日 （月 ） 1 4 : 1 0 ～ 1  4 : 3 0 
所 ジャ ンダルマ ・ パシュプナル支署
方 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ーほか 1 名

の供述要旨
調査の趣旨は了解した。 今か ら あなたがたをテキルス ィ ン村までご案内する。 村

を訪問する際， あなたがたの本当 の身分や訪問 目的は話さないほうがいいだろ う。
そのほうが， 普通の状態の村の様子を見 る こ とができると思う 。 （当方いずれもスー
ツ姿であ っ たのに対し， ） 格好も， も っ と ラフな ものに着替えたほうがいい。

第 6 節 ジャ ンダルマ ・ シュ ヒ ッ トアーリ フ支署
1 日 時 平成 1 6 年 7 月 5 日 （月 ） 1 4 : 4 0 ～ 1  5 : 0 5 
2 場 所 ジャンダルマ ・ シュ ヒ ッ ト アー リ フ支署
3 先 方
4 ・・・・・・・Eゎ供述要旨

今からテキルスィ ン村とその周辺に案内する。 なお， テキルス ィ ン村は， 本体の
集落とその東のチャ ムルル地区か ら 成 り 立っている。

資料4 テキルスィ ン村周辺の地図
なお， 入手した地図によれば， チ ャムルル地区は 「ボイ ルジャ （Boyluca)

地区J と表記されているが， ・・・・・・・・に確認 した と ころ ， ボイ ルジャ と
い う のは過去の名称であ り ， 現在の正式名称はあ く までチャ ムルルである と
のこ とであった。

本 日 は， 是非近隣の村々 も見て欲 し い。 あながたが行こ う と している村が， 他の
村よ り も裕福な生活 を し てい る こ とが分かるだろ う 。 彼 らが最近日本に出稼ぎに行
っ て い る と い う 噂は， 私も聞いていた。 彼 ら は， 日 本か ら送金された金で， いい家
を建てている。 最近， 彼ら の家は急激に良 く なっている。 そ う いえば， 元村長の息
子も最近出稼ぎから帰ってきたようだ。

今 日 本に出稼ぎに行っ ている連中の 中で， 我々 が関心を持 っ てい る人間など全く
いない。

そ う い え ば， 昨年， 同 じ村に 日 本人が来た。 実は， 昨年， 日本にいる トルコ人か
ら 密告の電話が あ り ， よか色ぬ目的で村に行く 日本人がいるか ら気を付けろ とのこ
とだっ た。 そして， 2 0 0 3 年 1 1 月 初め こ ろ， 我々がち ょ う どコチュル （Kos l u)
村イ エルブケン （Y elbtiken） 地区を巡回した際， 日本人がいたので， 旅券を見せて
も ら っ た と こ ろ ， その 日 本人 凶E・E・－・・・・・・・・・・と い う 人物だっ た。 彼は村の
写真を色々撮っ ていたが， やけに汚い と こ ろばか り 狙っ たよ う に写真を撮っていた
ので， 我々 も不思議に思っ ていた。 彼は， 我々 に対し， 「以前 日 本にいた人が兵役
で帰国 したので． やってきたJ などと 言 っ ていた 。
（当方の， 咽・・・・tなる人物についてど う し たのかj と い う 問いかけに対 し， 笑 つ
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て） 別に何もしない。 何もできない。 こ こは民主主義の国だから ， どこでどんな写
真を撮ろ う が自由だ。 だか ら ， 彼がその後どう したのか， 私たちは知らない。

第 7 節 シユ ヒ ツ ト キ ヤ ミ ル （紬
辺の視祭

1 日 時 平成 1 6 年 7 月 5 日 （月 ） 1 5 : 1 0 ～ 1  6 : 4 5 
2 同行者 ．．．．．． ほか数名

注） 通訳
つ た。

3 視察場所
( 1 ） アク チャギョ ス （Ak<;agoze） 村 ！ 

によれば トルコ語を話す集落であ り ， このあたり の標準的な集落と
の こ とであった。 川

車か ら降り て数分間のみ視察した。
写真 5 4 ないし 5 9 ア ク チ ャ ギ ョ ス村に至る までの景観
写真 6 0 な い し 6 4 ア ク チ ャ ギ ョ ス村の状況

( 2 ） ア クチャプルチ （Akc;abur＜；） 村
によれば トルコ語を話す集落である。 II 

車から降 り て数分間のみ視察した。 その際， 子供 たlちが集まっ てきて， 写真を
撮 る よ う 求めてきた。 II 

写真 6 5 な い し 6 8 ア ク チ ャ ブルチ村に至るまでの景観
写真 6 9 ない し 7 6 ア ク チ ャ ブルチ村の状況

( 3 ） テキルスィン （Tekirsin) 村．．．．．． に よれば， テキルス ィ ン村本体であ り ， こ こではむし ろ ト ルコ語で
会話がされてお り ， と こ か ら 日本に出稼ぎに行っている者は聞いた こ と がないと
の こ とであ った。

車か ら降り て数分間のみ視察 した。
写真 7 7 ない し 8 3 テキルス ィ ン村の状況

なお， 写真 7 7 は小学校である。
( 4 ） 同村チャムルル地区

資料 5 チャムルル地区の概略図
ア 我々がジャ ンダルマ と と も に到着する と ， 間もなく して村人数名が集 ま っ て

きた。 彼 ら は， 我々 に近づく 際， いずれも笑顔で， H我々 を警戒する様子は窺え
なかっ た。 村人たち は，．．．．．．に 口 々 に質 問 しt いたが， その様子か らは，
ジヤ ンダルマに対する畏怖は窺えなかった。 ” 

なお， 調査の過程を通じて慎重に観察 した結果， 同行 し た ジ ャ ンダルマは日
本語を解さないもの と判断さ れた。

イ そ して， 複数の壮年男性たちが， 当方に対し， 笑顔で， 口 々 に 日 本語で 「と
んにちわj と声をかけてきた。

そのう ちの中心的な男性は， 当方に対 し ， 笑顔を見せながら 日 本語で 「こん
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、、す。圃圃圃圃圃圃且 日 本行 った こ とあ る。
こいた。 日 本の家はち っ ち ゃ い。 僕の家， 大きく て立派。 中 も

きれいJ な どと得意げに述べ， 一軒rn察を指さ した。
写真 8 4 ない し 8 6 自称．． の家 と説明された家屋

なお， 写真 8 4 の左端の人物が自称．．．．． である 。
また， 写真 8 6 は玄関を拡大撮影 したものである。

また， 自利ー・・・・は， 日本語で 「 日 本にた く さ ん行った。 00も行っ たJ
などと， 村人の人名 ら しき もの を矢継ぎ早に述べたので． 局付が 「なぜみんな
日本に行 く のか。 日 本が好きなのかJ と尋ねる と ， 自 拘置・・は， 笑いなが
ら， 日本語で f好き も嫌い もない。 お金稼ぐだけJ と答えた咽

ウ また， 村の入口付近にひときわ目 立つ家があ っ た こ とか ら ， 局付が 「あの家
は誰の家」 と尋ねる と， 自称・・・・目は， 日 本語で

会 日本。 J と答元与』昌付が通訳を介して建造年月 日 を尋ねると ，
と答えた。 なお， 我々がこのよ う に調査

を している間． ・・・・・・・・・・・・院内には人がいる様子が窺われたが， こ
の家の者だけは外に出て こ よ う と しなか っ た。

写真 8 7 な い し 9 0 ・・・・・・・・・・・・u家と説明された建物
エ そのう ち ， 更に村人の数は増え ， みなが 口 々 に 自 分たち を写真に撮ってく れ

と求め始めた こ とか ら ， 村内において写真撮影を実施した。
写真 9 1 ない し 1 1 0 

なお， 村人の説明に よれば， 写真 9 6 ゆ圃圃圃圃圃圃圃圃圃園町よる 人物の家と
して， 写 真 9 7 は．．．．．．．なる人物の家 と して， それぞれ説明された家屋
である。

また， 写真 9 8 は， ．．．．．．．．．．なる人物の家 と して村人から説明され
崎官主あるが，村人たち によればE・・・・・・本人は 日 本ω

とのこ とであっ た。
また ， 写真 1 0 1 の赤い帽子を 被った壮年男性は， 自 ら を

・・E名 乗 り ， 日 本語を解し ， f 日本に行った こ とある。 息子は日本で結婚 し
た。 結婚式に出るため に 日 本に行っ たJ な どと述べた。

なお， 村人に求め られる ま ま写真撮影を実施していたとこ ろ， 突 如．．．．． 
圃・・・・の家と説明 された家屋の階段に座 っ ていた老女が何か大声で叫んだ。
通訳人によれば， 老女の言ってい るのは 「写真撮れ｜ と い う 意味であ る との こ
とであ り ， また， 村人ら によれば， 老女4・・・・・・t:>祖母 と の こ とで
あ っ た。

写真 1 0 3 上記老女
オ 上記のよ う に 当方が撮影する際， ジ ャ ン ダルマは特に当方に注意を払 う こ と

もな く ， 他の村人と雑談を している様子であった。
局付において， ジャ ンダルマがいずれも こ ち ら を注視 し ていない こ と を確認

した上で， 自 利．．．．．．．．．．．． に対し， 小声で 「 ジャ ンダルマは怖い ？ J
と尋ねる と， 同 人は， にっ こ り と笑いなが ら， 右手を顔の前で左右に振 り つつ
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「怖 く ないj と答えた。 II 
カ 通訳人によれば， 村人た ち は， ・・・・・・Eや通訳人に対しては トルコ語で話

しか けていたが， 自分たち ど う し は， ジャ ンダルマの 目 の前で も平気でク ル ド
語で会話している と の こ とであった。

( 5 ） コチュル村イエルブケン地区｜によれば， こ こ も クル ド 人の集落とのこ kであった。
我々 が車を降 り る と ， 老年の男性 l 名 が近寄っ てきて，

てきた。 以下は， 通訳人によ り 通 訳 し て も ら っ た老年男性 と・・・・・・の会話で
ある。
伍長） との辺に 日本に行っ ている家はあるか。
老人） 日 本に俺の息子．．．．．．．．．．．と胸圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃ーが行っている。
伍長） 息子たち から仕送り は来るのか。
老人） とんでもない。 息子はまったく 送金してこない。 とんでもない息子だ。 （一

軒の家を指さ しながら） だか ら， あんな家のま まだ。 あ っ ち を見ろ。 （．． 
・・・・・・・・院の方角 を指し な空�・・・・・・・・・まいい こ と を
しているではないか。 村長の息子園・・・・も 白羽から決金したので． 立派な
家が建った。 00の家も立派な家だが， 今， 息4の．．．．．．．．． は日本

と聞いた。 も ち ろ ん， その家は， 日本にいる息子か ら の送金
で建てた。 あいつらはみんな， 日 本から の仕送 り で家を建てた。 なのに俺の
息子はち っ と も送金 してこない。 あの家を見ればわかるだろ う 。

老人 は， 手を額に 当 てるな どし て大げさ に嘆いてみせ， その犠子 に思わず．．も笑い出 していた。

:

11 
写真 1 1 1 ない し 1 1 4 イ エルブケン地区内の状況

なお， 写真 1 1 4が上記老年男性の家と説明されたもの
写真 1 1 5 ,  1 1 6 上記老年男性か ら聞き込みし た際の状況

さ ら に ， 圃・・・・・は， ち ょ う ど近 く に車座になオ て座っ ていた女性たちに近
寄 り ， 何か話 し かけた。 その会話は確認できなかっtdが， 女性た ちはみな楽 し げ
な顔てーーーーーーを迎えてお り ， ジャ ン ダルマを怖がる様子は全 く 認めら れなか
っ た。

写真 1 1 7 ない し 1 1 9 
は， 当方に対し， 「見てく れ。 この地区比 は 6 世帯 しかないのに， 政

府 は立派な小学校を建てたJ と述べた。 指摘さ れた；J�学校は， トルコ 入居住地区
以上に立派なものであった。

写真 1 2 0 イエルプケ ン地区の小学校
( 6 ） チャ ムルル地区 （再訪）

ア 当方は， 同地区の全景を再確認すべ く ， 再度同地区を訪れ， 写真撮影を実施
した。 II 

写真 1 2 1 ない し 1 2 5 チ ャムルル地区の状況
写真 1 2 6 ,  1 2 7 近隣の村の状況

イ 当方が写真撮影を実施している う ち ， ふと見ると ，
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と説明さ れた家屋 の付近 において， ・・・・・・SJ1 ， 先ほ ど訪れた際には見かけ
なかっ た若者と会話 していた。 その会話の内容までは確認できなかったものの，
雰囲気は良好的な もの と認め られた。 当方が近づいていく と ， 圃圃・�� 「彼
が・・・・・・・・・・・・の患子だ。j と説明 した。

その若者は， 当方の姿を認めるや， は っ と した様子で顔を こわばらせた。 局
付において， 「お父さんはどう しているのj などと尋ねたが， その若者は局付を
に ら みつけて黙り 込んだ。 その様子か ら は 上記若者が当方の職業をある程度
推察し， 当方に敵意を有 しているこ とが窺われた。

局付が f写真を撮っても いいかj な ど と尋ねると ， 上記若者は， 一瞬醇路 し
た様子を示したが， やがて領いた。 そこで ， 写真撮影を実施した。 写真撮影後
も上記若者は， 当方に対しては笑顔を見せよ う と しなかっ たが， 圃・・・・圃こ
対 しては笑顔を見せていた。

写真 1 2 8 左か ら 2 番 目 が・・・・・・・・・・・・の息子と説明された
人物

ウ 当 方が調査を実施 していた と こ ろ ， 自動車 l 台が村に戻ってきた。 その自動
車に乗っ ていた壮年男性たち も， 当方に向かつて 口 々 に 日 本語で 「こ んにちわj
と話しかけてきた。 自称．．．．．によれば， この車両の中の男性の中 に も 日 本
で働いていた者がいるとのこ とであった。

写真 1 2 9 ,  1 3 0 自動車の状況
エ また， 村の外れにある派手な家について聞き漏ら していた こ とから ， 自称．．ら に家の所有者を訪ねた と ころ ， 彼 ら は 「

だ 。 彼 も 日本にいる。 日 本では
注） に東京地方裁判所に対し て難民不認定処分取消等請求訴訟

は， ガジアンテップ県コ
チェル村出身と称 し て い る が， 上記家屋はあ く までチャ ムルル地区の外れ に あ っ た も

のである。

写真 1 3 1 , 1 3 2 一一一一一一一一一一一一一の家と説明されたもの
( 7 ） イ ンジェス （Incesu） 村

帰路， 同村�・を訪れて休憩 した。 同村の人々 にも ， 特にジャ ンダルマを
怖がる様子は認め られなか っ た。 局付において， ．．．こ対 し ， チャ ム ルル地区の
住 民 について尋ねる と圃・は， 笑いなが ら 「 彼示五みんな 日 本に行く 。 儲かる
からね。 自分だって行けるものなら行きたいJ と トルコ語で答えた。

写真 1 3 3 イ ンジェス村の人々 の状況
( 8 ） 参考

以上の調査を終え， 当方はそのま ま次の調査地であ る カ フ ラマンマラシュ県に
向かい， その途中でジヤ ンダルマ と別れた。

なお， 調査の過程において， ジャ ンダルマは， 当方が村人たち と 日 本語で何を
話したのかについて全 く 尋ねよ う と はせず， 会話の内容に関心のない様子であっ
？と。

また， 調査の過程において， ジャ ンダルマに対して敵意を示した者は全 く 見当
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た らず （．．．．．．．．．．．．の息子が敵意を示したのはあ く まで当方に対して
である。 ） ， そればか り かいずれの村で も ジ ャ ンダルマは笑顔で迎え られていたこ
判 例 内 山と住…係は吋る こ とが続われた
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第 5 章 カ フ ラマンマラシュ （Kahramanmaras） 県における調査結果

第 1 節 参考
平成 1 6 年 7 月 6 日朝 ， 局付が宿泊ホテルのロ ビーに向か う と， 2 名の壮年男性

が当 方 を待っ て いた。 通訳人によれば， 彼 ら は迎えの警察官であ り ， それぞれl

．及岨・・・と 名乗った。
この 日 は， 県警本部における面会時間がい まだ決ま っておらず， その場で面会時

間の相談を行っ た。
なお， その際， 雑談の中で， 警察官 ら の求めに応じて来訪目的を f 日 本で難民だ

と主張する クル ド人がい る ので， 調べに来た。 彼 ら は， あなたたち に拷問を受けた
と言っ ているj と伝え る と ， 警察官 ら は大爆笑 し， 「いったい何の冗談だ。 我々 2 人
もクル ド人だ。 このあた り の警官の多く は ク ル ド 人だぞ。 なぜ同胞に拷問なんかし
なければな ら ないんだJ と述べた。

写真 1 3 4 , 1 3 5  ホテルロ ビーの景観
写真 1 3 6 な い し 1 4 0 ホテル周辺の景観

第 2 節 カ フ ラ マンマラ シュ県警察本部
1 日 時 平成 1- 6年 7 月 6 日 （火） 9 : 3 0 ～ 9  : 5 5 
2 場 所 県警
3 先 方

4 －ーーー園町供述要旨
調査の趣旨 は了解 した。 調査には全面的に協力する。 もち ろん， 日本で難民だと

主張している 人たち は真の難民ではな く ， 経済的な要因に基づく ものである と思う。
トルコには様々 な民族がいるが， 私たち は国際的な人権条約に加盟してお り ， 彼 ら
を守る こ とは国際的な責務であると考える 。 私たち の国では， アタチュルク の理念
の下， 民族的な起源を もっ て人権を制限する よ う な こ と はない。

第 3 節 カ フ ラマンマラシュ県裁判所検察局
1 日 時 平成 1 6 年 7 月 6 日 （火） 1 0 : 0 0 ～ 1  1 : 0 5 及び 1 2 : 0 5 ～ 1  

2 場 所
3 先 方

3 : 3 0 

注） 通常の検事は fサプズィ savcisiJ ， 検事正は fパイサブズィ bassavcisiJ と い

つ 。
（以上につき

写真 1 4 1 , 1 4 2  裁判所の状況
写真 1 4 3 , 1 4 4 裁判所地下食堂の状況

なお， 写真 1 4 3 は左から
写真 1 4 4 は左から
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聡 4 5 , 1 4 6  裁判所周辺の…
写真 1 4 7 市内アイ ス ク リ ー ム店の状箱

なお， 左か 司・・・・・・・・ 3 人置い！
供述要旨

に対する逮捕令状と題

に対する検事総長室作
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この県では， 外国に出稼ぎに行きたいものが多く ， そのために難民制度を利用
しよ う と考える者も多い。 今回拝見したものはいずれも偽造だ、ったが， 実は本物
の逮捕状を入手する こ と を企てる者もいる。 最近， ヨーロ ッパ諸国も難民申請者
の嘘に気づく よ う になってきたので， 申請者の側の手口も次第に巧妙化している。

どう せまた何か新たな手を考えて
く るだろ う 。 みんな外国に出稼ぎに行きた く てたまらないのである。
( 3 ） 参考
当検事局の検事は， 全部で 1 1 名である。
全刑法犯における有罪率は， 確か 5 2パーセ ン ト ほどである。 このよう に有罪
率が低い理由は， 捜査体制の不十分さ にあると考えている。 警察やジャ ンダルマ
は， 被疑者を逮捕するだけで， その後の捜査は検事だけで行っている。 警察やジ
ャ ンダルマは我々 の指揮を受けているが， これはあ く まで個別の事件捜査に関し
てであって， 彼 らはあく まで内務省に所属しているから ， 結局捜査は検事だけで
や らざる を得な く なる こ とが多い。 そのため， 十分な捜査を行う こ とが難しいの
である。 私は， トルコ検察は自前の捜査員を持つべきであ る と考えている。 警察
を完全に私たちの指揮下に置いてこそ初めて十分な捜査を行 う こ とができるだろ
つ 。

第4節 カフ ラマンマラシュ県庁
1 日 時
2 場 所
3 先 方Erfill雌輔副＝••.a•「

1 0 ～ 1 2 : 0 0 

（以上につき写真 1 4 8 , 1 4 9 ) 
4 －・E・－・E・－の供述要旨
調査の趣旨は了解した。 貴国がこの問題に真剣に取組んでいる こ と に敬意を表す
る。 貴国で難民申請する トルコ 人は， 正しい理由で申請を していないと思う 。
ただ， 御理解いただきたいのだが， 全ては貧困のせいであ る。 現在， 全世界にお
いて実に l 兆 ドルが軍事費に使われている 。 その 1 0 パーセン トが貧困対策に使わ
れれば， こ の世界からテロはな くなるだろ う 。 貧 しい者を助けるのは先進国の責務
である と， 私は考える。 もち ろんあなたがたの調査には全面的に協力するが， 彼ら
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が外国に出稼ぎに行 く の は当然の こ とであると ， 私は考�る。

第 5 節 パサル ジユ ツ ク （ p昭訂儲） 郡 ヒユル リ エツ ト村 .ll < H凸rr i
視察

｜ 

1 日 時 平成 1 6 年 7 月 6 日 （火） 1 5 : 3 0 ～ 1  6 ,II: 2 s Cうリ． リ地区）
1 6 : 3 0 ～ 1  6 ,JI: 3 5 （アシャウラス. 7 ）�地区）
1 6 : 5 5 ～ 1  7 1 1: 4 5 （中心地区）

2 同行者 ・・・・・・・・・・ （ジャ ンダルマ ・ ・・・・・・・・・・ー ほか数名
3 視察場所 11 

当方は， ジャよ五ルマの案内 で． ヒ ュル リ エ ッ ト 村周びその周辺を視察 した。
なお， 同村の圃と称する後通園圃氏を含 む｜！村人 ら に よれば， 本体であ

る集落の周辺に， パカ ンムル地区， チャタルユル ト ゥ 地It， ユカルメ ラ ゾラ ル地区，
アハウ ラゾラル地区と い っ た集落があ る と の こ とであっ たが， 入手した地図上は記
載されていなかった。

資料 6 ヒュル リ エ ッ ト村周辺の地図
また， 慎重に観察した結果， 今回同行 したジヤ ンダ）�マ もいずれも 日 本語は解さ

ない ものと認め られた。 111 
写真 1 5 0 ない し 1 5 6 ヒュル リ エ ッ ト村に在る までの景観

なお， 写真 1 5 0 ないし 1 5 3 は市近郊
( 1 ） ヒ ュル リ エ ッ ト村ラゾラル地区

ア 当方はまずラ ゾラル地区に赴いたが， 当方が村l村で降車する と， 壮年の男性
が笑顔で近づ い主主， 日本語で 「 こ んに ちわo �A， ・・・・ ・E 私，
日本に住んでた。 ．．． わかるかJ な どと述べた。」

ラゾラル地区には全く 人気がなか っ た こ と か ら ，．．． に理由を尋ねた ところ ，
ト ルコ語で 「 こ と は農業ができない と こ ろだか ら ， みんな夏は放牧のためにカ
イ セ リ （Kayseri 県） に移 り住むJ と述べた。

写真よ 5 7 村に到着した直後の写真 （左端が自制
イ 局付が．．．に対し， f あなたはなぜ日本に行った刊 か」 と尋ねる と，

笑いなが ら， トルコ語で 「金を稼ぐ。 他に何があ剤。 俺は
して行っ た」 と述べ， 更に f俺はもっ と稼ぎたか ！たか ら ， 難民 と言った。 で
もだめだった 」 と述べた。 局付が 「 裁判 は起 こ し だのかj と尋向主主2 �ま
日本語で 「起 こ さ ない j と述べた。 局付が 「なぜJ Iと尋ねると ， ．．． ま 日本語
で 「必要ない。 刑務所， 嫌J と答えた。 局付が 「剥

｜

なたは， トルコに帰っ た ら
危なかっ たのではないのかJ と尋ねると ， ．．ま， j

l

1目好を崩 して笑い， 右 手を
顔の前で大き く 左右に振 り ながら ， 日本語で 「な け ， ない 。 危な く ないJ と 述
べた。 そして， ．． は， 局付のほう を見てにやっ と供いながら， 「また 日 本行き
たい。 だめか」 と 述べた。 !I 

局付が， 「 こ こ の住人で 日本に行っ た人は他にい者かJ と尋ねる と， ．． は日
本語で 「たく さんいる 。
みんな働きたいJ と述べた。
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そして， ・・・ま， 突然・・・・・・に対し， トルコ語で 「署長， あなただって

たが， 稼いだやつ も た く さんいる んだ」 と述べた。 ・・・・・・Eま苦笑いをしな
がら黙って聞いていた。

ウ 当方が村内 建盆していると 圃・が突然携帯電話で誰か と話し始めた。 通
訳人によれば， ．． が使用 しているのはクル ド語のよ う であ っ たが， ．．．． 
． ま特 …脅し よ う とはしなかっ た。

写真 1 5 8 な い し 1 6 8 村内の状況
写真 1 6 9 電話をかけ る．． 

エ 局付カ酒・・・・・に対し， 「 このあ た り は P KKの活動はどう なのですかj
と尋ねると ， 圃．．．．．は， 「何 もない。 平和 な村だJ と答えた。

と ころがτ百五毛聞いていt－が， 突然圃圃回訓して何か叫ん
だ。 通訳人によれば， ．は， � あなたは引何もなかった 』 と言わなか
っ たか。 今はないにしても ， 昔はい ろ い ろ あ っ た じゃ ないか。 あんたた ち と P
K Kが戦った し， 村の者が捕ま っ た こ とだっ て あ っ た じゃないかJ と述べてい
る よ う であ っ た。 圃圃固ま， 苦笑いしながら 「今は何もないと言っただけ
だj と答えた。

そこで， 局付において圃・こ対品J訳人を介して 「あなたの言う 昔とは，
いつごろを指すのかJ と尋ねる と ．．．は f 1 9 9 3 年， 1 9 9 5 年， このこ
ろ までは村の者が逮捕さ れた こ とだってあった。 あ の こ ろ は， 本当 に危なかっ
たんだ。 私は嘘は言っ ていない。 確か に今は何も ない。 拷問も ない。 でも昔は
本当にあ ったんだJ と答えた。 そ して， ．．は， 局付に向かって， 語気鉱 ト
ルコ語で 「だいたい， 日本の外国人政策はひ どい。 日本は景気が悪い と言って，
出稼ぎを歓迎 しない。 こ こ をよ く 見て く れ。 学校 もない。 水もない。 道路 もな
い。 モスク もない。 夏は他の町に行かなければな らない。 日本にこんな村あ り
ますか。 トルコ には仕事がない。 も っ と 日本で働かせて く れ」 と述べた。

オ 局付が園田之対し， 村の由来を尋ねた と こ ろ， ．． は， 「 も と も と我々 はア
ド ゥ ヤマン県ギ ョ ルバシ郡のマフ キ ャ ンル村にいた。 そして， 1 9 3 0 年代に，
このヒュ ルリ エ ッ ト村やガジアンテ ッ プ県のテキルスィ ン村やコチュル村に移
り住んだ。 だから， 私たち は元は一緒であ り ， た ど っ ていけばマ フ キ ャ ンルに
いた 4 つの家族にたど り 着 く 。 今でも テキルスィ ンの連中とつきあいがあるし，
親戚もい るj と述べた。

た豆竺に， 地区 内で全員並んで写真撮影を行っ た。 写真撮影後 ， ・・は ， ．． 
．．．．に対し， にやにや笑いながら ， 右手でいわゆるV サイ ン を作っ て示 した
上， 「そ ういえば， 日 本では， 写真を撮る とき ， みんな と う やるんですよ。 これ
っ てあなたがたが， ク ル ド 人の勝利 を求める印， 分離主義の印だと言っ てたや
つで し ょ う 。 昔は， これやっ た らみんな捕 ま り ま したよね。 日 本人みんながこ
れや るのを見て， 私はびっ く り し ま し たよ。 日本人はみんな ク ル ド の勝利を願
っているんですよJ と述べた。 ．．．．．．は， 苦笑い しながら f何を言ってい
るんだ。 それは本来平和 を求める と い う 意味なんだj と答えた。
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っ て もいいかj と尋ねる と， 同人は笑顔で 「ど うぞ， ど う ぞj と答えたので，
写真撮影 を実施 した。

写真 1 9 5 自称．．．．．．．宅の台所の状況
カ 当方が 2 階廊下に出る と， 更に村人たちが写真を撮る よ う 求めてきた。

写真 1 9 6 な い し 1 9 9 自 称．．．．．．． 宅の 2 階における写真
その う ち ， 自称・・・・・・・は， 局付に対 し ， 3 階へと通 じる階段を示しな

が ら ， 「行き ますか」 と述べた。 そ こ で， 通訳人を含む 当 方 日 本人 3 名 は 3 階へ

移動 したが， ジャ ンダルマはいずれもついてとなかった。
当方が 3 階か らの景観を眺めてい る と ， ついてき た自 称圃圃圃ーま ， 局

付に近づき， 一転 して真剣な表情を見せながら ， 局付に対 し 「私， また 日本で
働きたい。 で も 5 年は駄 目 と言われま した。 5 年 も待てない。 どう し ますかJ
などと訴えた。 その様子か ら は， 彼が当方の職業をある程度推察 している こ と
が窺われた。

局付が， fなぜ日本で働きたいの。 こ こ もい い と こ ろ じゃ ないかJ と 申 し向け
ると ， 自称．．．．．．．は， 両手を振 り 上げなが ら， 甲高い 日 本語で 「どこが
ですか。 電話ない。 道もない。 何もない。 ど う しますか。 どう し ますかj な ど
と叫んだ。

局付が， fでも， こ こ には家族がいるんで し ょ う 。 離ればなれになるよJ と 申
し向けると ， 自拘置・・・・・・は， 更に熱心な様子で， 真剣な顔で 「家族のた
め， 私働きたい。 私 トルコ帰ってか らずっ とずっ と仕事ない。 こ こ では働 け
ない。 日 本で働かせてく ださい。 私， 悪い こ と何も しない。 絶対 しない。 絶対
よ。 私， ただ働 く だけよj などと叫んだ。

局付が， 「まあ， 写真でも撮ろ う よj など と 申 し向けると ， 自 称、
はいったんお とな し く 引き下が り ， 再び笑顔で雑談に興じるよう になった。

写真 2 0 0 ない し 2 0 3 自拘置・・・・・・酢主 3 階における状況
写真 2 0 4 ない し 2 0 8 同所から の景観

なお， 写真 2 0 8 は小学校との説明を受けた。
キ その後， 当方は， 自称・・・・・・・宅を出て村内を視察 した。

その際』畠称．．．．．．は終始当 方の跡をつ いてきていた。 そ して， 自称
乱 局付に対し， 何度か 日 本語で 「 5 年長いです。 ど う し ますか」

と話しかけていたが， その う ち ， 日 本語で 「私， 恋人いる。 日 本人圃・E
んです。 今でも電話して ます。 彼女と結婚し た ら 日 本入れる ？ 」 と述べた。 局
付において 「それは入れるかも しれないJ と述べる と ， 自称．．．．．．． ま，
突然両拳を振 り上げなが ら ， 「 イヤッホウj と い う よ う な奇声を発 した。 局付が
驚いて fでも， 日本に入った ら別れるなんでいう のは駄目だ。 一生大切にしな
ければ駄目だJ と述べる と ， 自拘置・・・・・・fj:， 興奮 した様子で， 笑いなが
ら 「そんな こ と しない。 私， 彼女を愛 してる。 大事にする。 心配な い， 心配な
い。 私， 悪い こ と しない。 仕事だけ， 仕事だけよJ と述べた。

資料 7 ヒュルリエッ ト村の概略図
写真 2 0 9 ない し 2 2 1 村内の状況
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なお， 写真 2 1 0 はジャ ンダルマ と子供が仲良 く 連れ立つ て歩いて
いる状況を撮影したものである。

宇 官賞 2 1 1 ない し 2 1 4 は， 村人の説明によれば
び．．．．．．．．．．．．．なる人物の家であ り ， 写真

2 1 3 は家人か ら撮影 して く れ と依頼されて撮影 したものである。
また， 写真 2 2 1 は・・V家と説明された ものである。

第 6 節 ジャ ンダルマ ・ パサルジュ ッ ク 署
1 日 時 平成 1 6 年 7 月 6 日 （火） 1 8 : 3 0 ～ 1 8 11 : 5 5 
2 場 所
3 先 7J
4 ・ーーーーーの供述要百
( 1 ） ジヤ ンダルマについて ー Iii 

我々 のシステムは， イ タ リ アやフ フ ンス を真似た ものである。 ジ ャンダルマ と
警察は， 内務省の指鐸監督の下， と も に 警察機能を果存 している。

今日 あなたがた を案内 した村の者たちは， みなクル ド語を話している。 今回立
ち寄 らなかっ たが， 途中にあっ た村の者たち は トルコ 語を話している。 今 日 見て
も ら っ た と お り ， 貧 し さ に差はない。

我々 の管轄下に は 1 2 の支署があ る。 我々は， 犯罪予防のため， 日々管轄の村
を巡回 している。

( 2 ） 難民問題について
私は， 海外で難民だと主張する者はいずれ も経済的動機に基づいている と理解

している。 現在， とのあた り で P K K と 繋がる と考えられるような者はまずいな
い。 日本にP K K と関わ り のある者がいるなど聞いたこ とがない。 も しそのよう
な こ と を主張する者がいる とすれば， それはただ目指で働きたいため に P K K と
の繋がり を仮装 している のだろ う 。 私にはそう と し刈考えられない。 我々 は， そ
う した仮装者には関心がない。 国外で働きたいな ら矧きにすればい い し， そのた
めに我々 を悪く 言っ て難民だと主張したいのであれ峨， やはり好き にすればいい
と ， 私は思 う 。 この問題は， あ く まで外国で働きた川連中 と， そう した者を受け
入れるかど うかを考えるあなた方外国政府との間の問題であって， 我々には関係
がないこ とである。 我 々 が関心があ るのは あ く まボ ト ルコの治安を脅かす者，
つ ま り 真のテロ リ ス トだけである。

ただし， 海外で働きたい者たちを相手に， いわゆるブローカーとして暗躍 して
い る者た ちがいる 。 私が聞いた と こ ろ では， 圏外への出稼ぎの斡旋料は 5 ' 0 0 
0 ドル く ら い ら し い。 そう したブローカ一連中の中 には， テロ リ ス ト と繋がっ て
い る者も お り ， その斡旋で得た利益がテ口組織に流れていると考え られる。 こ う
したブローカーの中には， 外国にいる者もいる 。 我 々 は， ド イ ツ ， イ ギ リ ス ， ス
イ ス に潜伏中のある人物たちの動向に関心を持っている。 しかし， 現在日本にい
る ト ルコ 人の中で， 我々が関心を持っている人物は全 く いない。

私の話を信 じ る こ とができなければ， 難民だ と言うi連中を 日本に置いて働かせ
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てあげればいい。 それで貧 し い者が救われる こ と になるだろ う 。 私が困 る こ と は
何もない。

5 参考
ま当方に対し， 村人と 日 本語で何を話したかについて一切尋ねよ う と

はせず， その態度に照らせば， ・・・・・・らジャ ンダルマは， 村人た ち と 当方の会
話の内容に関心を有していないと認められる。
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第 6 章 ア ド ゥ ヤマン （Adiyarn an） 県における調査結果

第 l 節 参考
写真 2 2 2 ない し 2 2 4 宿泊 したホテル周辺の景観

第 2 節 ア ド ゥ ヤマン県庁
l 日 時 平成 1 6 年 7 月 7 日 （水） 1 0 : 0 5 ～ 1  0 : 4 5 
2 場 所
3 先 方

（以上につき写真 2 2 5 , 2 2 6  左か ら 2勝目が｜
4 ．．．．．．．．．．の供述要旨

( 1 ） 一般論について Ii 
調査の趣旨については了解した。 我が県の全ての機関があなたがたに全面的に

協力する。 私たち トルコ人は， 日本人に親 しみを感口ている。 我々 は， 日 本で難
民認定申請している者たちは， 政治的な理由ではな く 経済的な理由 に基づいてい
る と理解 している。 多 く の同胞が欧米各国で難民だと主張 したが， その真の 目的
は経済的な ものであっ た。 トルコでは， 憲法上， 人種， 宗教， 民族の差別な どな
く ， すべて平等である。 現在， トルコ はE U加盟プロセスの中 に あ り ， 我が国の
行為はE Uや国際社会による監視下にあ るので， 人権侵害が起 こ る こ とはあり得
ない。 いずれにせよ， 現地に行 っ て し っ か り 調査する と い う あなたがたのや り 方
は， 真実を明らかにする意味で正しい ものである。

( 2 ） ギ ョ ルパシ郡マフキャ ンル村の視察について
結論か ら言えば， 現在， そのよ う な村は存在 しなり。 詳細 については， ギ ョ ル

パシ君圃骨 ら 説明をさせる ので， 彼を訪問 して｝
( 3 ） 旅券発給について

は， 旅券の発給申請 を受けた際， 申請者につ けては被疑者 リ ス ト に登載
れているかどうかを慎重にチェ ッ ク し ， 登載のない者についてのみ旅券を発給し
ている。

例えば， この県内で， 今年の 1 月 か ら 6 月 までの同で， 合計 2 3 人か ら 日本へ
の渡航希望に基づく 旅券発給申請があ っ た。 しかしそのうちの 1 名 については，
窃盗罪で手配中である こ とが確認さ れたため， 旅券の発給を拒否している。

したがって， 正規の旅券発給を受けて 日本に来た者について， 警察やジャ ンダ
ルマが関心を持っている者である はずがない。

第 3 節 ア ド ゥ ヤマ ン県裁判所検察局
1 日 時 平成 1 6 年 7 月 7 日 （水） 1 1 : 1 0 ～ 1 1 : 5 0 
2 場 所
3 先 方
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注） 当初回圃・・・・・とのみ話 してい たものであるが， 途中， 実際に係属中の文書
偽造事件 の担唱・と い う こ とで ， ーーーーーが呼び出 さ れて 参加 し
たも のであ る。

（以上につき
写真 2 2 7 裁判所の状況
写真 2 2 8 ・・・・・こおいて
写真 2 2 9 ・・・・・ごおいて）

4 －－－－の供述要旨
調査の趣旨は了解 した。 全面的に協力する。
（当方か ら

資料 1 - 1 - 1 ．．．．．．．．．．．．．に対する管轄外決定書 と題する書面
資料 1 - 1 - 2 同 人に対する不在逮捕令状と題する書面
資料 1 - 5 圃圃圃圃圃i三盆主る逮捕令状と題する書面
資料 1 - 6 －に対する逮捕状 と題する書面
資料 1 - 7 ・・・・・・・・・E芳子る逮捕令状と題する書面）

を示した。）
このうち ， 資料 1 - 5 , 1 - 6 について はギ ョ ルパシ郡裁判所関係のものである

か ら， そちらで聞いて欲しい。
資料 1 - 1 - 1 及び 1 - 1 - 2 は真っ 赤な偽物である 。 記録を確認し たが， いず

れも 当県裁判所が作成し た も のではない。 ちなみに，

なお， こ¢圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃に対し， これまでに当県内の いかなる機関 も
逮捕状を発付したこ と はない。

資料 1 - 7 に関しても ， 記録を確認した結果， 当県裁判所が作成したも のではな
く ， 偽物である。 なお， 確認した結果， こ ¢酒・・・・・・・・・と い う 人物に関しで
も， これまでに当県内のいかなる機関も逮捕状を発付した こ と はない。

なお， 当県でも ， ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・E事件が発生してお り ， 現在
訴訟係属中である。 τ布吉宮
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結局， こ う した偽造逮捕状を求めるよ う な人々 にとオて， 生きる道とは， 海外で
働く こと しかないのだ。 そのためには， P K Kとの関村 り を疑われている とでっ ち
上げ， 難民と して認定される こ とが， 最も手っ取 り早叶のである。 しかも ， 難民認
定機関にとっても ， 海外で起こった乙 とについてはな対なか真偽を確認できないか
ら， 嘘をついてもばれに く い 。 実際， う ま く 難民認定機関を腐して難民と して認定
され， 堂々 と働いている者がたく さんいる 。 我々 も ， 対ほどお話し した事件のよ う
に， 圏内にいる偽造関与者たちに対しては厳し く対処リているが， これはあ く まで
偽造事件と してであって， 偽造された文書を海外で行倒した件については我々 と し
ても追及しょうがないのが実情である。 もちろん理論時には海外での行使事案も処
罰可能なのであるが， 証拠が海外にある以上， 立件は困難である。 このよ う に， ほ
とんど リスクなしに海外で堂々 と働ける手段である こ品から ， 海外で働きたがって
いる連中がみな偽造逮捕状を求めるのである。 そ してJ求める者がいるか ら ， 偽造
事件も跡を絶たないのである。

第4節
1 日
2 場
3 先

4 一一一一一一一一一ーの供述要旨

1 2 : 0 5 ～ 1  3 11 : 3 0 
設に移動 しi↑て昼食）

ほか 5 名

調査の趣旨は了解した。 私は， 日本で難民だと主張リている人たちは， 要するに
日本で働きたいのだろ う と理解している。 今回調査を語れて， いかに嘘がた く さ ん
含まれているか理解されただろ う 。 あるいは， 自分がつi ル ド だとい う話自体が嘘か
も しれない。 ただ， それは確認 しよ う のない ことである L
また， マ フキャ ンル村については， 存在していない品 う である 。 彼 らは放牧のた
めに移動する人たちであ り ， その過程において複数の箇所に家を構えるよ うになっ
たようである。 111 
第 5 節 ア ド ゥヤマン県ギ ョ ルパシ郡庁 ！ 
l 日 時 平成 1 6年7 月 7 日 （水） 1 4 : 5 0 ～ 1  5 ]1 : 4 0 
2 場 所 －・ :11 
3 先 方
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（以上につ き写真 2 3 1 
．） 

4 �供述要旨

と の こ と で あ る が， 氏名 未確認。

後icm

調査の趣旨は了解した。 当郡記録局が確認した結果， これまで正式にマフキャ ン
ル村 と い う も のが存在 した こ と は確認できない。 ただ， かつてマ フ キ ャ ンル一族と
呼ばれる集団が当県内で生活していたこ とはあっ たよ う だ。 彼 ら は， 3 0 0 戸 2 '
0 0 0 人程度の集団で， カ フ ラマンマラシュ県パサルジュ ッ ク 郡 ヒ ュ ル リ エ ッ ト村
を本拠と しつつ， 夏にはカ イ セ リ 県やガジアンテ ッ プ県で放牧をしていたと伝え ら
れている。 彼 ら の う ち ， 約 4 割が牧畜に従事， 約 3 割が国外で就労し ， 残 り が国内
で就労していたようである。

注） 別途確認 し た と こ ろ ， ト ルコ の こ う した放牧従事者は集団で行動 してお り ， 3 0 0戸とい

う の はかな り 小 さ い部族のよ う で あ る 。

こ の郡を含め， このあたり では海外に出稼ぎに行 く と と は多い。 壮年男性の 3 人
に 1 人は海外で働いている といっても いい。 多く は ドイ ツ に行っ ている。

それに じても， あなたがたは 日本における裁判での立証のため に証拠を収集する
目的で来たと の こ とだが， わざわざこ こ ま で来なければな らないよう な状況なのか。
出稼ぎ者が嘘をついて難民認定 を受けよ う とするなどと い う 話は， ヨーロ ッパでは
既に分か り切った話である。 日本ではまだそんな嘘が通用 しているのか。

第 6 節 ア ド ゥ ヤマン県ギ ョ ルパシ郡裁判所検察局
1 日 時 平成 1 6 年 7 月 7 日 （水） 1 5 : 5 0 ～ 1  6 : 3 0 
2 場 所
3 先 方

注）
（以上につき写亥

4 －－－－の供述要旨
調査の趣旨は了解した。 全面的に協力する。

( 1 ） 逮捕状の真偽確認について
（当方か ら

資料 1 - 5 －－－－に対する逮捕令状と題する書面
資料 1 - 6 ・・・・・・・・・・・・・に対する逮捕状 と題する書面
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いずれにつ 川 これまでに当県内川吋J村ら
た こ とはない。

( 2 ） その他
こ こ には2 人の検事 と 4 人の裁判官がいる。
県裁判所検察局に は検事正がい る が， 郡裁判所検諜局にはそのよ う な も のはな

く ， 同格の検事がいるだけである。 ！ 
ト ルコ で は， 刑法犯 全体の 有 罪 率 が 5 割程度 し か 雄 い 。 こ れ は ， 我々 の 人員不

足に原因がある。 トルコ の警察の捜査能力は十分ではない。 十分な捜査を行う こ
とができ るのは検事だけだが， 人数が足 り ず， そのtiめ有罪率が低いのである。

公務員による犯罪については， む し ろ他の案件以＿！！に厳正に対処している。 確
かに昔は， 執行猶予刑や罰金刑の言渡 し が多かっ た柿， 今はその よ う な こ と はな
い。 そもそも ト ルコでは， 自 白を獲得す るため に拷問を使えば， その自 白 は証拠
拘 引 込 止 （ ず I 士川 評掬l>- I Jアイ事芳丘三立る内 II 

警察やジャ ンダルマが狙自 の判断で被疑者 を逮捕す「る とい う こ と はない。 全て
事前に検事に相談し， 検事 の指揮の下で逮捕 してい萄。 検察に送致した後も被疑
者は警察の留置場にいるが， 警察が捜査するのは送致までで， 送致を受けた後は
検事のみで捜査を行う 。

取調べは警察署の取調室で行っている 。 取調べ室はは必ず、監視カ メ ラ があ り ，
調べ中は常にその状況を録画しているから ， 拷間滞あればすぐに分かるよう

な っ ている 。 ジヤ ンダルマか ら送致を受けた被疑者はついて も同様であ り ， 我々
はジャ ンダルマ の取調室で取調べを行 う が， そ こ に略 同様の監視カ メ ラ がある。

との町の男性の 8 割は外国での出稼ぎ経験者だろ 号 。 ほと んどはヨー ロ ッパに
出稼ぎに行っ ている。 II 

この県では， テ ロ はほとんどないが， 全 く ないわ けではない。 つい最近も P K 
Kによる も の と思われる爆破事件があ り ， 3 人が死t! じ： ジ ーャ ンダルマの 1 人が
足を失っ た。

5 参考
法廷を

の席と

また， 検事の案内で併設さ れた警察署の取調室を見学したが， 壁の上方に監視カ
メ ラ が設

写真 2 3 5 , 2 3 6  取調室の状況 �： 
併せて， 警察署の留置場を見学したが， 案内 された脅

り広いものであっ た。 ll 
写真 2 3 7 , 2 3 8  留置場の状況 'II 

なお， 視察後直ちにマラテ ィ ア県に向かっ たが， そφ 間の景観を写真撮影 したの
で， 参考までに添付する。 1li 
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写真 2 3 9 な い し 2 5 7 マ ラ テ ィ ア 県 に至 る ま で の景観

・ 29 ”



第 7 章 マ ラ テ ィ ア （Malatya） 県に お け る 調査結果

第 l 節

第 2 節
1 日
2 場
3 先

参考
写真 2 5 8 な い し 2 6 4 宿泊 し たホテル周辺1景観

なお， 写真 2 6 3 , 2 6 4 はホテル正面 に 掛 る シ ョ ッ ピ ン グセ ン タ ー で
あ り ， 2 6 4 は前夜撮影 し た も の で あ る 。 II 

1 0 : 0 0 ～ 1 0 ,11 = 4 0 

（以上につ き写真 2 6 5 )  
4 ・・・・・・・・・・17:>供述要旨

調査の趣旨 は了解 し た 。 日 本で 難 民 と 主 張 し て い る 刈たち は， 言 う ま で も な く 経
済的な 理 由 か ら そ の よ う な主張 を し て い る も の と ， 私出理解 し て い る 。 少 な く と も
こ の県では， テ ロ ら し い テ ロ は ほ と ん ど な い 。 :II 

ただ， 経済的な理 由 か ら 難民 だ と 主張する こ と 自 体はj 仕方 の な い こ と だ と 思 う 。
こ の マ ラ テ ィ ア市 は， こ の辺 り で は最 も 大 き な 町であ り

｜

， 市 の 人 口 は約 3 8 万 人に
達 す る 。 し か し ， その う ち の 約 6 万 人 は 最低賃金 に達 リ てお ら ず， 生活 保護の適用
を受け て い る の で あ る 。 最低賃金 と は 月 に た っ た の 3 儒 1 千万 リ ラ （約 2 万 円 ） だ
が， それで も 6 人 に 1 人 はそれだけの収 入 を 得 ら れな け で苦 し んで い る の であ る。

あ な た が た に は ， こ う した彼 ら の 貧 困 を よ く 見 て欲 u い 。 そ して， 日 本で働かせ
てや っ て ほ し い 。 そ の た め に 難 民 だ と 認め る こ と が必要だ と 言 う の で あれば， ど ん
どん難 民 と 認定 し てや っ て ほ し い 。

も ち ろ ん， 文書偽造は犯罪で あ り ， い く ら 難 民 と 認冠 し て ほ し い か ら と い っ て 偽
造文書を使 う と い う のはや り す ぎで あ る 。

いずれにせよ， 調 査 に は全面的に協力す る 。 日 本で裁判 を 起 こ し て い る 者 の 家 を
見て写真撮影 し た い と の こ と だが， 警 察 に 案 内 さ せ よ 号 。 詳 し い こ と は警察 と相談
し て ほ し い 。

注）

（以上につ き 写 真 2 6 6 な い し 2 6 8 

幽量・で あ る 。 ）
4 ・・・・・・・・・・の供述要旨
( 1 ） 一般論

第 3 節
1 日
2 場
3 先

1 0 : 5 0 ～ 1 2 11 :  1 5 

品川川端一左のPO

 

FO

 

円，L
一

葉ーlil－－－

写
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調査の趣旨 は了解した。
我 々 は， かつ て ヨ ー ロ ッ パ に お いて偏見に苦 し め ら れて き た 。 我 々 は， ケマル

・ ア タ チ ュ ル ク の理念に基づき， い か な る民族 も差別を受 け る べ き で はな い と 考
え て き た 。 ト ル コ に お い て は ， すべて の 民族が ト ル コ 国 民 と して平等である。 実
際， 大統領 に も 軍 の司令官に も ク ル ド 人 は い る 。 この裁判所 に も た く さ ん の ク ル
ド 人が働 い て い る 。 ト ル コ は欧州 の 様 々 な 人権条約に も加入 し て い る し， ト ル コ
人の欧州 人権裁判所への提訴権 も認めている。

しかし， その一方で， テ ロ に 対 し て は厳 し く 対処し なければな ら な い。 我々は，
こ れ ま で テ ロ リ ス ト の脅威に さ ら さ れ てきた。 9 0 年代 に はテ ロ と の戦いで実に
3 万人が死んだ と言われて い る 。 2 0 0 0 年を 境 に テ ロ は激減したが， それでも
テ ロ に 対 し て油断すべき で な い の は今 も変わ り はない。 P K Kは， 人の密輸や麻
薬に も関与してい る組織であ り ， 日 本政府 も真剣に対応 し て ほ し い 。

確かに， 海外で難民だと主張 し て い る 者 た ち は， 結局の と こ ろ経済的動機か ら，
そ の 国 に滞在する方便 と し て 難民制度を利用 し て い る だ け の も の で あ る と ， 我々
も 理解 し て い る 。 し か し ， そ う し た た だ働 き た いだけの者を利用する者たちがい
る こ と も 事実であ る 。 海外で働 き た い だ けの素朴な村人を編し， 法外な手数料 を
取 っ て い る 仲介者たち の存在 を ， 我々 は把握 し て い る 。 こ う し た仲介者たちの得
た資金がテ 口 組織に流れて い る 可能 性 に つ い て は， 十分慎重に捜査 しな ければな
ら ない 。

いずれにせよ， 我々 は， あなたがた の調査に全面的に協力する 。 よ く こ と まで
来 ら れた。 ヨ ー ロ ッ パ は， 時 と し て我が国を偏見の 目 で見 る こ と があ る が， 日 本
はそ う では な い と 信 じ て い る 。 日 本 と ト ル コ は， 地理的 に は離れて い て も ， 伝統
を重視す る心に共通する と こ ろ が あ る 。 日 本人 は と て も正直で働き者である。

( 2 ） 公文書の真偽確認に つ い て
（ 当方か ら 以下の資料を示 し た。

資料 1 - 2 ・・・・・・・・・・に 関す る 召 喚状と題する書面）
これは明 ら か に偽物である。 見 た だ けですぐわかる。
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( 3 ） 参考
かつて国家治安裁判所が存在した と き ， 検事正は ヰ 人いた。・・・・・・r般刑

法犯 を扱う 検事正と， 国家治安裁判所の案件を扱う 検事正である。 その際， 検事
正の格と しては圃・・・・・一般刑法犯を扱う検事正 炉ほ う が上だっ た。 現在は，
国家治安裁判所の廃止に伴い， その案件を扱う 検事正 は転出 し ，
で あ る 。

5 －の供述要旨 !I 
テロ対策法 8 条については， 2 0 0 3 年 8 月 7 日施行わ刑法 1 6 9 条改正に伴い，

運用が改め られた。 従来， テ口組織への精神的共感を t外的に示すだけでも ， 起訴
に値すると考え ら れていた。 例えば， 大衆の前でオジサ！ ランの写真を掲げれば， そ
れだけでも起訴に値する と考え られた。 こ の場合， だし iたい刑期 3 年 9 月 の求刑を
行い， 有罪である場合には刑期 1 年 3 月 程度の実刑判株が出されるのが通例であっ
た。

しかし ， 現在は， オジャ ラ ンの写真を掲げてい る く 当 いでは起訴に値 しないと考
え られてお り ， 具体的にテロ をそそのかすよ う な行為対あるかどう かで起訴価値が
決まる。 :I 
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れは薄い グ リ ーンできれいに塗装された家屋であった。
私服警官が， 隣の家の前に座っていた人に上記家屋の住人 を尋ねた と こ ろ ， 相

手方は協力的でな く ， わからないの一点張 り であ っ た。
そこで， 私服警官が上記グ リ ーンの家屋の住人に声をかけた と こ ろ ， 屋内から

女性が出てきた。
一一一ー

その女性は， 「こ の家に住んでいるのは私たちであ り ， ．．．． などという 人は知
ら ない。 私 は， 最近越 し主き た ばか り だか ら ， こ の あ た り の 人の こ と は よ く わか
ら ない。 園田Eに 咽ーがあ り ， こ こ 留である。 裏のほう を見た ら どう
かj と述べた。

写真2 7 2 ない し 2 7 4 グリー ンの家屋における状況
そこで， 当方は再び乗車し ， 私服警官 と と も に隣の通り に向かっ た。 する と，

その隣の通 り は．．．．． こなってお り ， ．．．．．． な ど見当た らなかっ た。 ’
当方は， ．．．．．．路上において私服警宮と 相談 し， 飛行機の出発時刻までさ

ほ ど余裕がなかったこ と も あっ て， あきらめて帰る こ と と した。
( 3 ） と こ ろが， こ の よ う に当方が話 し合っていた と ころ ， 近隣住民ら し 色ム主主が

次第に周囲に集まっ てきて， 当方に対して事情を尋ねてきた。 局付が 圃・・・氏
の家を探していたJ と述べると， 集ま っ た者の う ち オ レンジ色の シャツを着てい
る若い男性が， ・・h父親の家なら知っている。 圃園町」ち兄弟も以前は一
緒 に住んでいた」 と言い出した。 そして． 紺色の服 を着た壮年男性が， トルコ語
で 「俺は彼 ら の友人だ。 ・・・・・・・・・・・と い う 。 俺が彼 ら の家に案内してや
ろ う J と言い出 した。

写真 2 7 5 な い し 2 7 7 
( 4 ） そ ζで， 当方は， 警察と と も に

した。 （なお， その際， 自 称
れる。）

近隣住民が集ま っ て き た 状況

阜盆E・・・・・・・・・t>案内に従って移動
き「同乗 したよ う に思わ

写真 2 7 8 －の父親方 に 向 か う 状況 － 

E方がた ど り 着いた箇所は 通 り の名称は判然と 山 ものの， 家の前に 唄
とい う 数 字が刻 まれていた。 し かし ， 当方がた ど り 着いた ものの ， 家の中175)

ら は誰も出てこなかっ た。
写真 2 7 g', 2 8 0 の父親方である と説明さ れた家屋

自粕．．．．．．．．．．．は， トルコ語で 「父親はいない よ う だ。 でも ，｜たちの兄弟が近 く に住んでいる 。 俺がも う 呼んでおいたか ら， も う す ぐ
来るだろ う J などと言い出した。

当方はやむを得ず待っ と と と したが， その間， 局付において， 自ゃJ
干叶l' . . -nこちはなぜ日本に行ったのかJ と尋ねる と ， 自中え

は， 笑いながら， トルコ語で f働きに行っ たに決 ま っ ている方ろ
う 。 他に何か理由がある のか。 このあたり の連中は， みな どこかに働きに行って
いる ものだ。 日本に行ったのは彼 ら く らい だがJ と答えた。 そこ には， 警察の 目
を気にする様子は全く 窺われなかっ 主

写真 2 8 1 な い し 2 8 7 ・・・・・の父親方と説明された家屋の近辺に
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｜は公務員になれない。 J 11 

と
日 本語はほと

の は い い の か 。 J
けて い る 。 」

焼討ち事件Aあ っ た 。 ま た ， マ ラ テ ィ ア
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では， 断食をや ら な か っ た・・・・・・0者が殺された。」
井 「誰 に 殺 さ れたのか。J． 「ス ンニ派の人 たち に よ っ て殺 さ れたり
井 「ス ンニ派 の誰 に殺 さ れたのか。 J.r人 々 で あ る 。 J

「政府 は ど う なのか。 J
f政府 と は何か。 政府 とはス ンニ派であ る 。 我々 は， 断食月 に， 外 で タ バコ を

吸えない。 レス ト ラ ン が閉 ま っ て し ま う か ら ， 食事をする こ と も で き な い 。 j
井 「警察はあなたたち に対 し て ど う な の か 。 J

・・E「彼 ら は ス シニ派だ。 みな 同 じ だ。 ス ンニ派が我々 に 対 し て 何 を し よ う と も ，
ー「警察は見て見ぬふ り を す る 。 J

（ と と で， 自拘置・・・・・fJ1席 を 外 し て屋内 に 入 っ て い っ た 。 ）
井 「改めて 聞 く が， あ な た はなぜ 日 本 に行っ たのか。J

•r旅行 を す る た め だ 。 」薗「 山旅行す る た め か J
「 日 本 か ら 来た友人 と 話 が し た か っ た か ら だ。 日 本語の勉強を し て い た 。 j

井 「 あ な た は 日 本で難民認定 申 請 し た の か 。 」ーし て はいパ
井 「なせ。 し なか っ た のか。 J

.r・ーた ち が捕 ま っ たか ら J
「 あ な た は不法滞在者だっ た の か 。 J
「違 う 。 仕事で 日 本 に 行 っ た 。 J
「仕事 と は何か。 j

一枕
ス
束

バ
拘
シ

回

一

井圃白井
．

＃園

田
6

11や っ て き て ， 自 称圃・に 席 加 ょ う 求 め た 。 ）
日 を 求 め る 戦 い を す る た め に 日 本 に 行 っ た 。 1 9 9 2 年

焼討ち事件が起 き た と き ， ・・・・ーた ち はポ リ ス に 5 ,
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井 「権利を求める戦い と言うが， 何か組織には入っていたのか。j
－ －－－－ーであるけ自 「その組織以っている こ とは危険な こ と か J

「警察に逮捕される危険があ る。 j
井 「その組織に入っ ているのd・・・・Eだけか。 J． 「学生の 日坐竺， 兄弟みんな入っているけ

（ こ こ で自和．．．．．も同席 して きた。 ）．「兄弟全通・・園田ばっ ている。 J
井 「他の兄弟は警察に逮捕された のか。 」�んな捕ま っ たが， 私は捕 まっていない。 何故私 ら ，
．．に逃げていたか ら だ。j II 

井 「なぜ 日本に行ったと きに難民申請しなかったのか� J
「手続を知らなかった。 知っていれば申請 していたλ
「兄弟たち は， みな警察か ら逃れるために日 本に亡命し たのだ。J

( 6 ） 飛行機の出発時刻が迫ってきた こ とから ， 当方は退出する 旨申し出たが， 自 称・・・・・・・Eが慌てたよ うに ， fも う 少 し待っ て く れ。 話をさせてく れ。J と述べ
た。 当方がこれを断っ て 自 動車に乗 り 込んだと ころ ， 自称．．．．．．． ま更に局
付に対 し， 「記念撮影 をさ せて く れ。 今友人がカ メ ラ を取 り に行 っ ている。 j と述

二ι局付 において， 飛行機の出発時刻が迫ってい 4 と説明する と ， 自咽圃．．．．はあき ら めた様子で， 車か ら離れた。
( 7 ） 当方は， 空港に向か う 途中の路上で警察 と別れた。 お互いに降車し， 握手を し

て別れたが， 警察官ら はいずれも， 当 方に対 し， 自拘置・・・・・・ら が当方に何
を話したかにつ臼主ヱ 塑質問 して く る こ とはなかっ た。 これらの状況に照 らせ
ば， 警察が自称・・・・・・・の言動に全く 関心のないことは明 らかである。
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第 8 章 ク ル ド 人運転手の供述内容

当方は， ガジアンテ ッ プ県か らマラティ ア県に至る行程の移動手段と して， 現地
の車両をレン タルする と と も に， 現地人運転手を雇用 した。 実際に調査を開2金主主－
後， 実は運転手がクル ド 人であ る こ とが明らかになっ た。 彼によれば， 彼吋・・・－E史学を卒業 したイ ンテリ で も あ っ た。 当方は， 移動の際の機会を利用し ， しばし
ば彼か ら話を聞いた。 も ち ろん話を聞い たのは， 彼以外には 日 本人 3 名 しかいない
と い う 車中での こ とであ り ， 彼の率直な態度に照ら しても ， その供述内容は信用 に
値する と思われる こ とか ら ， 参考までに以下に記載する。

1 私は， 圃圃圃圃圃圃圃圃幽身のクル ド人であ る。
確かに， 昔， ク ル ド人の置かれた状況はとても厳しいものだった。
政府がクル ド人その も の を迫害 しよ う と していたわけではないのだが， P K K と

の関係には神経質になってお り ， P K K と の関係が少 しでも疑われよ う も のなら ，
拷問を受けて取 り 調べられた。

例えば， 夜， ある村にP K K の武装勢力がやってきて， 泊ま らせろ と言う 。 彼ら
も また村人を銃で脅かすのであ る。 仕方な しに彼ら を泊めれば， 翌 日 にはジャ ンダ
ルマがやっ てきて， お前た ち は P K K を支援 した と非難し ， 村人を拘束し て拷問に
かけるのである。

私自 身は， これまでに一度もジャンダルマに拘束された こ と はないか ら， ジ ャ ン

昔は， 確かにジャ ンダルマも手段を選んでいなかっ た時期があ った。
2 しかし ， これは昔， 具体的に は 1 0年前ころの話であ る。

今も こ う い う こ とが続いて い る と は， 私にはと う て い考え られない。 例えば， 私
は， ジャ ンダルマの．． 署 長の前で， 私的 ル ド問題について ど う 思っ ているか
を堂々 と話すこ とができ る 。 そ う する こ と に よ っ て私が何かされる と は， 私にはと
ても思えない。

ヒ ュルリ エ ッ ト 村の．．は， ．．．．．．に対して言いたい放題だった。 1 0 年前，
あ o羽・・の言っ た こ とd江 0 分の l を言っ ただけで， 直ちにジャ ンダルマ に連行さ
れ， 蚕E銃を突きつけられ， ひどい 自 に遭っていたで し ょ う 。 でも今は何も あ り ま
せん。 日本にいる同胞はそのこ と を知 らないんじゃないか。
（当方の 「危険であ っ た 『昔』 と危険ではない 『今』 の境目 はどこだと思うかj と

の問いかけに対し） なかなか難 し い話だ。 地域に よ っ て も多少の違いがあ る し ， あ
る年を境に して全てが変わっ た のではな く ， 少しずつよく なっ たのだ。 ただ， あえ
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て言 え ば， 最低だ、 っ た の は 1 9 9 4 年 こ ろ だ と 思 う 。 そ こ か ら は毎年の よ う に必ず
状況は改善 さ れて い た 。 そ し て， 最 も 大 き か っ た の は 2 0 0 2 年 8 月 の 民 主化パ
ッ ケ ー ジ の発表だ ろ う 。 これで全て の 人権 問題 は解消 し1た と ， 私は理解 し て い る 。

注） 2 0 0 2 年 8 月 3 日 ， ト ル コ 国会 は， 法律第 4 7 7 1 号 に 比 り ， 平和 時 の死刑廃止， ク ル
ド 語 に よ る 教育 と 放送の許可， 軍 と 国 家機 関 に 対 す る 合法的批判の許可を含む 1 4 点 に及ぶ

改革パ ッ ケー ジ を 採択 し た。 （英国内務省移民国籍局 レ ボ－ � 2 0 0 3 年版附属書A)
3 ま た ， 先 ほ ど私が話 し た の は ， あ く ま で 南東部の 町K K と の戦闘の激 し か っ た

地域で の 話 で あ る 。 あ な た た ち が調 査 し て い る ガ ジ ア ンテ ッ フ ， カ フ ラ マ ンマ ラ シ
ユ ， ア ド ゥ ヤ マ ン， マ ラ テ ィ ア は， いずれ も 南東部 と は言 わ な い 。 こ の よ う な地域
を真の南東部 と 同 じ よ う に考 え る の はお か し い 。 ｜ 

（ 当 方 の 「 ウ ル フ ァ は ど う か」 と の 問 い か け に 対 し ） ウ（ル フ ァ は南東部だが， なぜ
ウ ル フ ァ が南東部開発計画 （通称 G A P 計画） の 中心 に

f
選 ばれた の か 。 そ れ は ウ ル

フ ァ が最 も テ ロ がな く 安定 し て い た か ら で あ る 。 ウ ル フlア は南東部で あ り なが ら ア
ラ ブ人が多 く P K K の勢力 も 強 く な か っ た。 あ の県竹連 中 は ド イ ツ に 出稼ぎに行
っ て い る 者が多い。

4 ア レ ヴ ィ 一 派 に つ い て
私 自 身は他の宗派 に 対 し て は寛大なつ も り だが， 敬慶な ス ン ニ 派 の人 ほ ど ア レ ヴ

ィ 一派 の こ と を許せな く 思 っ て い る の は事実で あ る 。 昔， ト ルコ に こ んな言葉があ
っ た 。 それは， 「 ク ル ド 人で あ る こ と は一人前の罪であ る が， ア レ ヴ ィ 一派な ら 罪は
1 .  5 倍で あ る 。 J と い う 言葉であ る 。

た だ， 誤解 し な い で ほ し い の は， こ れ は ト ル コ の 民衆が持 っ て い る 感情に過ぎな
い。 公的 に は ， ア レ ヴィ 一派 に対す る 差別 は容認 さ れで い な い し ， 公職 に就 く こ と
も 認 め ら れて い る 。 例 え ば， 私 の知 る 限 り で も ， ア ンカ ラ 県 チ ャ カ ヤ ッ ク 市 の市長
は ア レ ヴ ィ 一 派 の 人だ、 っ た はずだ。 し か も ， 民衆 レ ベ ル に お け る ア レ ヴィ 一派への
差別感情 も 年 々 改 善 さ れてお り ， 今 も な お ア レ ヴ ィ 一派 を敵視する の は， せ いぜい
一部の ス ンニ派の 人 々 にすぎな い 。

（ 当 方 の 「 ア レ ヴ ィ ー協会に加入す る と 警察 に マ ー ク さ れ る の か J と の 問 い か け に
対 し ） そ れ は あ り 得な い 。 あ の協 会 に 過激性が あ る な ど と い う 話は 聞 い た こ と がな
い。 ま し て ， 警察がア レ ヴィ 一 派 を 敵視 す る な ど と い 引 こ と はあ り 得な い 。 なぜな
ら ， ア レ ヴ ィ 一 派 は 建 国 の 父 ア タ チ ュ ル ク を支持 し て い る か ら で あ り ， それは警察
に と っ て も好 ま し い こ と だか ら だ。

ア タ チ ュ ル ク は酒飲みだ、っ た。 敬度な ス ンニ派か ら 見れば許 し 難い こ と で あ る 。
そ の せ い も あ っ た の か ， ア タ チ ュ ル ク は， 宗教 に価値 を置 か な い世界， 全て の宗派
が平等 に 扱わ れ る 国 を作 ろ う と し た 。 そ れ ま でずっ と 差別 ・ 敵視に 晒 さ れて い た ア
レ ヴ ィ 一派は， 喜んでア タ チ ュ ル ク を歓迎 し た 。 そ し て ， 重 要な こ と は， 今で も 内
務省や軍 はア タ チ ュ ル ク を 強 く 支持 し て い る と い う こ と同 る 。

彼 ら に と っ て は， ス ンニ派にす り 寄 る 現政権か ら の組織防衛 と い う 観点 も あ る の
だろ う が， 今で も 警察やジ ャ ン ダルマ に と っ て， ア タ チ ュ ル ク は絶対で あ る 。

注） 確か に ， 今回複数の警察や ジ ャ ンタルマ を 訪 問 し たが， いずれ に お い て も 大 き く ア タ チ
ュ ル ク の写真等が飾 ら れてお り ， 言葉の端々 に ア タ チ ュ ル ク の 名 前が 出 て き た 。

- 3 8  -



警察が， ア タ チ ュ ル ク を支持する 者 を敵視す る はずがな い 。 警察が敵視す る の は，
ア タ チ ュ ル ク の建国 の理念 を脅かす者， つ ま り ト ル コ の統一 を 損 な う 思想 を有する
P K  K の よ う な組織だけであ る 。

・ 39 -




